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●会員アンケート報告 
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 吉田さん！ 

おめでとう！！ 

●お知らせ 

吉⽥淳⼀郎さん（ワークあじさい・ライフ⻄北）が⼀般社団法⼈全
国知的障害児者⽣活サポート協会主催の２０２０年度アールブリ
ュット展で⾒事⼊選を果たされました。最近のお気に⼊りというポ
スター⽤のマジックで描かれた“みんなが楽しくおもしろくみえる
ように”というタイトルの作品は吉⽥さんの遊び⼼の詰まった絵
で、空想と現実が交じり合う楽しい作品となっています。 
（詳しくは７ページをご覧ください。） 

⻑崎市⼿をつなぐ育成
会のパンフレットがで
きました。今回広報紙と
併せてみなさまのお⼿
元に届けておりますの
で、ぜひお知り合いの⽅
にご紹介ください。正会
員、賛助会員ともに募集
中です。 

育成会では、会員のみなさんの現況とニーズを知るために定
期的に会員アンケートを実施しています。前回の２０１６年
に続き今年度実施し、半数の⽅にご回答をいただきました。
例年アンケートの結果は総会で報告させていただいていま
したが、今年は総会も中⽌となってしまいましたので、広報
の紙⾯でご報告させていただきます。なお、アンケートの結
果はホームページでもご紹介しております。皆様から寄せら
れた様々な意⾒も併せて載せておりますので、ぜひご覧くだ
さい。 
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 ⻑崎市育成会では会員のみなさんの現況やニーズを知るため
に定期的にアンケートを⾏っております。前回は２０１６年に実
施し、その年の定期総会で集計結果を報告させていただきました。
そして今年度、広報紙や事業所を通じて配布し、アンケートのご
協⼒をお願いしましたが、ご存知のようにコロナ感染防⽌のため
定期総会は中⽌となりましたので、アンケートの結果や皆様から
寄せられたご意⾒などを広報紙で報告させていただきます。 

 賛助を除く会員さん 411 名に送付し 228 枚を回収しましたが、お返事いただいたのが約半数で、これ
からご報告するデータが、必ずしも育成会会員全体の状況を正確に表していると⾔えないものもありま
すので予めご了承ください。 
【記⼊者・本⼈の状況（所属・⼿帳・⼿当、年⾦）】 
 記⼊者の 7 割は⺟親できょうだいが 1 割程度、その後⽗親、本⼈と続きます。回答いただいた⽅の 9
割近くが障害福祉サービスの事業所を利⽤されており、就労されている⽅、在宅、学⽣の⽅はわずかでし
た。育成会は知的障害のある⼦を持つ親の会ですので、⼿帳は療育⼿帳をみなさんお持ちですがその中で
も A をお持ちの⽅が 6 割以上、B をお持ちの⽅は 3 割弱で、療育⼿帳と⾝体障害者⼿帳両⽅をお持ちの
⽅は 2 割弱いらっしゃいました。8 割以上の⽅が年⾦をもらわれており、何ももらっていない⽅も 6 名い
らっしゃいました。 

6 割弱の⽅はご両親といっしょに⽣活されており、⽗親または⺟親と暮らし 
ている⽅、グループホ
ーム⼊居の⽅はそれ
ぞれ 2 割弱、ごきょう
だいと住んでいる⽅
が 10 名、それ以外に
配偶者、姪、兄嫁、お
ばという⽅も 1 名ずつ
いらっしゃいました。 
 
 

参加したことがある会員活動は、新年親⼦の集い、運動会には 7 割近く
の⽅が参加したことがあると
答えられました。⼀⽅で 1 割の
⽅は何にも参加したことがな
いと答えられています。参加し
ない理由として最も多かった
のはどの⾏事でも「⽇程が合わ
ない」というものでした。その
他の理由は⾏事によって様々
ですが、新年会やバスハイクな
ど参加費が必要なものは⾦銭

的な理由やそれぞれの⾏事に興味が持てないという理由もありました。また体調を理由としてあげる⽅ 
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も多く、今後ますます会員の⾼齢化により⾏事の親⼦での参加が減ることが予想されます。 
 

育成会の本⼈活動に参加したことがない⼈は回答いただいた⽅の半数
以上に上り、育成会の本⼈活動が多
くの⼈に定着していないことがうか
がえます。参加しない理由としては
「本⼈に興味がない」という理由が
最も多く、また「本⼈が嫌がる」など、
本⼈側に参加しない理由がある場合
と、親が「⾃分の⼦には無理」と感じ
ていたり、「⾃分が連れていけない」
などの親の側に理由がある場合に分
かれました。本⼈活動への要望とし
ては「重度な本⼈がもっと参加でき
る内容のものが欲しい」という意⾒
があり、現在ヘルパー同伴で参加さ
れる重度の⽅はいらっしゃるものの、
活動内容を⾒直し、もっと多くの⼈
が参加しやすくなるように変えてい
かなければなりません。 
 

 
育成会の事業所で最も多くの⼈が利⽤しているのは

相談⽀援事業いんくるでした。育成会会員や育成会事業
所の利⽤者が多いこと
を考えれば当然と⾔え
ます。次に多かったのが
短期⼊所でした。ケアホ
ーム陽⾹⾥の開所で今
後さらに短期⼊所の利
⽤者が増えると考えら
れます。 
 今後育成会に望むサ
ービスとしてはグルー
プホーム、⼊所施設とい
う声が多く、会員の多く
が親なき後の不安を抱

えていることが推察されます。また介護保険のサービスを希望する声やその他として⽼⼈の⼊所施設も
あり、65 歳問題も⼤きな⼼配のタネとなっているようです。 
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『親なきあと（親がわが⼦の
⾯倒をみられなくなったと
き）』は障害のある⼦を持つ
親にとって永遠のテーマで
す。半分以上の⼈はグループ
ホームへの⼊所を望んでお
り、次いで⼊所施設を望む声
も依然として根強くありま
す。また、「親なきあと」に備
えていることとしては「何も
していない」という声が⼀番
多かったものの、「きょうだ
いに後を頼んでいる」「本⼈
にお⾦が残るようにしてい
る」「本⼈の情報をまとめて
いる」など少しずつ準備をされている⽅もいらっしゃいました。 

育成会では多くの⽅に育成会
の活動を知っていただくため、
ホームページや広報紙を作成し
ています。ホームページについ
ては３割近くの⼈が「知らない」
と答えており、認知度はまだまだ
のようです。加えてパソコンやス
マホなど⾒る⼿段がないことを
理由に上がられた⽅も多くいら
っしゃいました。広報については
６割弱の⽅は読んでくださって
いるようですが、全く読まない⽅
も１割近くいらっしゃいました。あじさいがもっと多くの⽅に読んでいただけるように、会員のみなさん
のニーズを知り、求められる情報を提供できるよう頑張ります。 
以上、簡単ですがアンケートの集計結果をご報告させていただきました。（詳しい結果はホームページで
⾒ることができます） そしてアンケートには様々なご意⾒がありました。育成会に対する感謝の⾔葉も
たくさんありましたが、要望やご意⾒もありました。いくつかご紹介しながら、育成会がそのご意⾒につ
いて育成会としてどのように対応していくのか、理事⻑にお聞きしました。                   
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 重度な⼈向けの本⼈活動を 
・意思表⽰ができる⼈を中⼼に活動が展開されるため（重度な）当事者は動くことができていない。 
・参加させたい気持ちはあすが⾃分で⾏けないので送迎が⼤変。 
・重度のわが⼦は何も参加できないように思う。何か利⽤できる⽅法はないのか？ 

⼈材の育成は 
・適切な対応が取れるよう、また意⾒された時にそれを受け⽌める姿勢を持てるよう、職員の育成に⼒

を⼊れてほしい。 
・職員の離職が多いように思う。⾵通しの良い職場造りを。 
・職員の個性はあって当然だが、育成会職員としての最低限の振る舞いや⾔葉遣い、マナーなど教えて

ほしい。 

危機管理について 
・事業所が休みになることがないようコロナ対策を⼗分にやってほしい。 
・危機管理の⽢さが時折みられるので、しっかりとして⾒直しをお願いしたい。 

長崎市育成会の本人活動については、FICS や知る見るプログラムなどの話し合いの場と、本人生活講

座（フラワーアレンジメント教室、書道教室）やお楽しみ倶楽部などの余暇活動の内容があります。ど

の活動もどなたも大歓迎です。知る見るプログラムなどでは、これまで支援者付きで参加をされ、仲間

の中で楽しそうにしておられる様子をたくさんみてきました。また、余暇活動についてもヘルパーさん

と一緒に参加されるケースも多くあります。ご本人が知らない人の中は嫌と感じられる方には無理強い

はできませんが、参加してみたら顔見知りも増え、新しいお友達の輪も広がります。どなたでも参加し

やすい内容の検討も進めようとしておりますので、皆様からのご協力よろしくお願いします。また、支

援者については、最近、法人内の職員でヘルパーとして登録してくれる人もあり、皆さんからのご要望

にお応えできることも増えているようです。何かありましたらヘルパーステーションへお尋ねくださ

い。（育成会ヘルパーステーション）：電話 095-841-9777） 

現在職員数 246 名となりました。職員育成については法人としても大切に考えてきました。職員行

動規範の徹底や職員全体研修会の継続、虐待防止研修、リスクマネージメント研修など多くの研修も積

極的に取り入れています。ただ、職員育成については時間のかかることで、スキルの取得もですが、人

間性、人間力を大切にしていきたいと考えております。 

しかし、多くの職員は一生懸命現場で頑張っており、他の専門職の方から当法人の職員を褒めていた

だくことも多々あります。今後、保護者の皆さまのお力も借り、職員育成に努めてまいりますので、ど

うぞご理解の上忌憚のないご意見をお寄せください。 

また、離職者が多いというご指摘については、250 名ほどの職員ですから色々な出入りはあります

し個人的な都合で退職する人もおります。法人としては、職員たちがより働きやすい職場となることを

大切に、これからも変わらず努力してまいります。 

法人内では「危機管理・権利擁護委員会」を立ち上げ、コロナ禍の現状の中、適切な対応や対策を慎

重に協議し実践しております。命を守ることを第一とし、その上で障害特性をふまえ安定的な支援の

提供ができるよう努力してまいります。また、権利擁護の立場からも、日々人権に配慮した支援が 



 

６５歳問題について 
・６５歳問題が近づいているので⼼配。 
・親⼦ともに⾼齢化している現在、６５歳問題が⽬前に迫っている。今の施設で⽣き⽣きと暮らしてい

る今、ゼロから⽼⼈仲間に⼊れなければならないのは⼼配でたまらない。 
・本⼈が⾼齢となりグループホームでの⽣活が無理になった場合、どのような進路があるのか？ 

親なきあと 
・私は７２歳。いつまで健康でいられるか不安。⼊所施設を勧められたら⼊所させようと思う。 
・何かあったときサポートや助⾔、情報がもらえる。親なきあとの相談窓⼝などがほしい。 
・親なきあとを⽀えることになるので障害のあるきょうだいを持つ者どうして話がしてみたい。 
・きょうだいを⽀えてくれる世の中になってほしい。 

できるよう委員会でも課題化していきます。 

今はとにかくコロナ感染が広がらないことを第一に、ご家庭の協力を得ながら、感染防止に努めて

まいります。 

長崎市では、障害福祉サービスを利用している障害者の方全員が 65 歳を迎えるころに、介護認定を

受けることになります。65 歳になると、これまで利用していたサービスを利用できなくなることもあ

るようです。この 65 歳問題については地域によって温度差があるようですが、年齢を基準に仕分けら

れてしまう現状の中で、育成会としては、その方の意思を尊重し本人が選んだ進路の選択を確保できる

ようにしていきます。実際、本人に合ったサービスを考えてみると、年齢的にも介護事業所が良いとい

う本人もおられ、一概に決めつけることではないようです。ただ、グループホームについては、ご本人

の体調などでどうしても介護事業所がいいと判断される以外は、そのまま、グループホームに住み続け

て変わらぬ日常を確保している方もおられます。障害のある方の意思と諸条件とをしっかり見極め、そ

の方が一番暮らしやすい日常を提供できるようこれからも育成会は努めてまいります 

親なきあとについて、将来の不安を漠然と考えていても解決はしません。お金のこと、住まいのこ

と、日常の支援のこと等々、我が子の将来の生活の不安を一つひとつ明確にしておくことは大切なこ

とだと考えます。広報でも度々お知らせしていましたが、会員定例会では 1 年間にわたり、我が子

のことについて書き留める「親心の記録」の作成に取り組みました。そのことは「備え」としても重

要で、もしもの時に親以外の家族や支援者にとっても大切な情報となります。課題も明確になり、そ

の上で何をやらねばならないかがはっきり見えてくるかもしれません。「親心の記録」の書入れで、

ご本人のことを整理してみると、ごきょうだいの方たちと話す内容も具体的に広がるのではないでし

ょうか。 

世の中の様々な制度を充分に活用し、人も含めた社会資源とつながり、安心を手に入れましょう。

また、成年後見制度等についての法律的なご相談は、当会の顧問弁護士のご紹介もできます。整備さ

れてきた制度を有効に活用するためにも、周りと「手をつなぐ」ことを積極的に取り入れてみてくだ

さい。育成会生活支援センター内の啓発事業部に知的障害者相談員（会員）もおりますので、何かあ

りましたらお気軽にご相談ください。 

（啓発事業部 電話 095-845-5677） 

また、この機に「親心の記録」を書いてみようとおもわれる方、ご希望があれば用意がありますので

お知らせください。また書き入れについては、啓発事業部でお手伝いもできます。 
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⼀般社団法⼈全国知的障害児者⽣活サポート協会主催の２０２０年度アールブリュット展で
全国より寄せられた７０作品の中から３作品が選出され、みごと当会会員吉⽥淳⼀郎さん（ワークあじ
さい・ライフ⻄北）の作品が３作品の中のひとつに選ばれました。受賞の感想をお聞きすると「事業所の

職員から勧められ応募したけど、まさか受賞する
とは思っていなかったです。どの作品を出したの
かも忘れていたくらいです。びっくりもしたけど
嬉しかったです。」と笑顔で話されていました。 

現在怪我のせいで農園芸の作業には⾏けず、そ
の分制作に使える時間は増えたそうです。ただ思
うように腕が上がらず、絵を描くには不⾃由な様
⼦でした。以前は主に⽔彩画を描かれていたそう
ですが、最近は修正がしやすいことや⽚づけが簡
単という理由からポスター⽤のマジックで描く
ことが多いそうです。 
 

 
 
 
 
 
 

⼩さい頃⼈⾒知りであまり⼈としゃべらなかったという吉⽥さ
んは、広告紙の裏に絵を描いて遊んでいました。そこからずっと⾃
⼰流で絵を描き続け３年間ほど絵画サークルで指導を受けました
が、お⺟さんの⼊院をきっかけに辞めてしまったそうです。今回の
受賞はお⺟さんもとても喜んでくれたと嬉しそうに話
してくださいました。 

きらり 

“みんなが楽しくおもしろくみえるように”というタイトルがつけら
れたこの作品は花の中に空想のおばけやロボットが⾒え隠れする
とっても楽しい作品です。「これは⿃？」と中央の辺りを指さすと
「それは蘭をモチーフに描いた花です」と⾔われ、「⾒る⼈によって
いろんなものに⾒てもらえるので“みんなが楽しくおもしろくみえ
るように”というタイトルにしました。」と教えてくださいました。 

現在制作中の絵はプランターを軍艦島に⾒⽴て、島には建物に⾒⽴てたバケツや発泡スチロールが描
かれています。花の絵が多いのは吉⽥さんが園芸班で花を育てていることも影響しているそうです。 

好きな画家は山下清です。自分の書きたいものを

自由に描いているところが好きです。ゴッホやモネ

も好きです。描きたいときに描けるよう、実際の風

景や夢で見たものをスケッチブックに描き溜めてい

ます。いくつかを組み合わせて１枚にすることもあり

ます。絵を描いていなかったらイライラしたり、誰か

にあたることも多かったかもしれません。これからも

絵は描き続けたいです。 
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書道 
日時：第 4 土曜日 時間：午後 1 時～ 

場所：ハートセンター社会適応訓練室 

会費：1 回 500 円 

お た の し み 倶 楽 部 

日時：８月３０日（日）１３時～１５時 日時：９月１３日（日）１３時～１５時 

内容：フルーツポンチ作り       内容： 風船バレー 

＊８月は参加費３００円に加えて材料代３００円も請求させていただきます。 

＊人数把握のために必ずお申し込みをお願いします。お申し込み・お問い合わせは 

ハートセンター事務局まで。 ☎:８４７－１２９０  

※計画は変更されることがありますので確認をしてから参加してください。 

定例会 

日時：８月２０日（木）１０時～１２時  育成会生活支援センター会議室（大橋町） 

『親の終活と子どもの将来についてのドキュメンタリーを観て話し合います』 

日時：９月１８日（金）１０時～１２時 内容未定 

※ お問い合わせはタイムケア事務局まで℡８４５-５６７７ 

フラワーアレンジメント 

日時：第２・第４土曜日 午前１０：３０～    

場所：ハートセンター５F 社会適応訓練室    

会費：１回１３００円 

前回のあじさい 146 号で、10 月 10 日（土）開催予定の育成会運動会について検討中と

していましたが、新型コロナウイルス感染拡大の状況から、中止にすることに決定しました。

楽しみにしていた方々もたくさんおられることと思いますが、このような状況が早く収束す

ることを願いつつ、また、これからの行事開催の新しい形を検討していかなければならない

と考えています。 

社会福祉法人 

長崎市手をつなぐ育成会 広報部 

長崎市大橋町 19-19  

文教カテリーナ１F 

Tel：095-845-5677 

E-mail:tewotunagu@hi.enjoy.ne.jp 
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